
令和５年度 第１回地域授業改善協議会実施報告 佐伯教育事務所

期日
会場

内容

令和５年５月９日（火）1３：４５～１６：２０

各所属校（オンライン）

【参加者の感想】※抜粋 【参加者による達成度評価】３．８（４段階法）

１ 説明 「佐伯教育事務所管内 授業改善の重点と今年度の取組の方向性」
（１）教務主任・研究主任等へ３つのお願い

①４点セットなどマネジメント・ツールへの積極的かかわりを
②学校の教育目標達成と校内研究推進が連動した取組へ
③主任等がチーム長となり、チームごとに成果と課題を共有へ

（２）授業改善の重点と今後の方向性
①管内指導の重点（授業改善の徹底）
②授業シート（略案）の活用
③個別の指導計画推進教員の活用 ほか

２ 講義 「深い学びを実現するための指導と評価の在り方」 國學院大學教授 田村 学 氏
（１）令和の日本型学校教育の構築
（２）主体的・対話的で深い学びと知識の構造化による評価規準の設定

〇主体的で対話的な学びのイメージや協働的な学びを知り、いろいろなタイプがあることがわかった。知識の
つなげ方について、今後自分の授業を改善していく必要を感じた。

〇今まで何となく理解したつもりでいた主体的・対話的で深い学びについて、モデル図や具体的な場面を例示
してくださり、職場の同僚教員に説明することの自信がつき、実践していこうという意欲がわいた。

〇知識の構造化について、知識のつながり方に様々な型があることをこれまであまり意識したことがなかった
ので、今後自分の授業に落とし込んでいきたい。
〇「評価規準をいかに具体的にかつシャープに言語化できるか」の田村先生の言葉は、毎日の授業展開を考
えるうえで大事にしたいことと改めて感じた。付けたい力が明確であり、そこに即した授業展開になっている
かを振り返る視点にしたい。




